
第24回 一関地区広域行政組合 

一般廃棄物処理施設整備検討委員会 

次 第 

日時 令和３年12月27日（月）   

午後３時～ 

場所 一関市役所３階 特別会議室 

１ 開  会 

２ 協  議 

 余熱活用について

 ごみ処理に関する基本的な考え方について

 その他

３ そ の 他 

４ 閉  会 
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余熱活用について 

１ 提案の概要と取組の方向性（案） 

 防災機能 農業利用 健康増進 工場誘致 

提案の概要 ・避難スペース

の確保 

・災害時に風呂、

シャワーを開

放 

・組立式風呂の

設置スペース

を確保 

・実証ハウスの

整備 

・温水ハウスの

整備 

・新規農業者の

トレーニング

ハウスの整備 

・プール、スポー

ツジム、スタジ

オなどの整備 

・温浴設備の整

備 

・子供の遊び場

の整備 

・紙おむつ再生

工場の誘致 

取組の方向性 可能な限り、施

設本体に防災機

能を取り入れる。

条件を示して

事業希望者の有

無を調査する。 

条件を示して

事業希望者の有

無を調査する。 

条件を示して

事業希望者の有

無を調査する。 

敷地の使用 ○ △ ○ △ 

余熱供給 

（年間） 

280 日 280 日 280 日 280 日 

温水供給 ○無料 ○無料 ○無料 ○無料 

電力供給 ○無料 ○有料 ○有料 ○有料 

施設整備 公設 民設 公設 民設 

事業運営 － 民営 民営 民営 

課題 

－ 

・利用可能な農

地の確保（拡張

性の観点から、

敷地外が望まし

い。） 

・既存民間施設

への影響 

・高齢者の保健

事業と介護予防

事業の一体的実

施 

・他自治体事例

は実証実験段階 

・地域の理解が

必要 

想定事業主体 組合 一関市 一関市 

（又は組合） 

一関市 

実施方法 － ・農業法人育成 

・公募 

・公募 

・ＳＰＣ（特別

目的会社）の設

立 

・公募 

実現性 可能 

２ エネルギー回収型一般廃棄物処理施設整備基本計画への記載 

 ・ エネルギー回収型一般廃棄物処理施設整備基本計画を今年度中に策定予定。 

・ 現時点では余熱の活用方法が未定であることから、様々な活用方法に対応できるよう、

熱利用の取出し口を設置する計画として記載。 

３ 住民説明会等への対応 

 ・ ２月から３月にかけ、周辺自治会説明会、住民説明会を開催する予定。 

 ・ 余熱活用案の検討状況を説明し、意見を聴取する。  
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ごみ処理に関する基本的な考え方を定める必要性・背景 

 ・ 気候変動対策は、国連が示す持続可能な社会実現のための 17 の国際目標（ＳＤＧ

ｓ）の一つとなっている。 

 ・ 国は、2050 年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする、カーボンニュー

トラルを目指している。

・ 施設整備にあたっては、効率的なエネルギー回収やごみの減量化とともに、焼却量

を減らし、資源化量を増やす取組みが重要となる。 

・ 焼却量を減らすためには、現在、焼却ごみとして出されている廃棄物の中から、資

源物として分別可能なものをできる限り資源化できるよう誘導する必要がある。 

・ 焼却量を減らし、できる限り資源化を進めるため、一関市、平泉町及び組合で共通

認識を図り、ごみ処理に関する基本方針を策定するもの。 

【課題】 

・ 誘導策の１例として、資源物は指定ごみ袋を使用せず、コンテナ回収を行うことが

考えられるが、収集所のスペースや管理方法など課題がある。 

ごみ処理に関する基本的な考え方（案） 

近年、頻発している気象災害は、気候変動によるものと考えられており、これは私たち

の経済活動によって排出される温室効果ガスの増加の影響による地球温暖化が原因である

といわれている。代表的な温室効果ガスは二酸化炭素であり、植物の光合成などによる吸

収量を上回る二酸化炭素は、石油や石炭、天然ガスなどの化石燃料の燃焼によって排出さ

れることから、使用する化石燃料そのものの減量化のほか、化石燃料を原料とするプラス

チック類の減量化を進める必要がある。 

一方、焼却灰や不燃物の残渣を埋め立てる最終処分場は、新たな施設用地の確保に相当

の期間と多額の費用を要することから、施設の長期使用が望まれるところであり、埋立て

する処分量の減量化を図る必要がある。 

そのためには、一層の３Ｒ（Reduce：排出抑制、Reuse：再利用、Recycle：再生利用）

の定着とごみの分別排出の普及により、ごみの減量化に取り組んでいかなければならない。 

このような状況を踏まえ、ごみ処理に関する基本的な考え方を次のとおりとする。 

１ ごみ処理に関する基本的な考え方 

  資源物に分別する量を増やし、ごみを減量化する。 

ごみの排出、収集、選別、処分の各段階において、できるだけ資源物に分別し、焼

却や埋立てするごみの減量化を図る。 

２ ごみの減量化に係る検討方法（案） 

 ワーキンググループによる検討 

一関市、平泉町及び組合の職員によるワーキンググループを設置し、ごみの排出、
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収集、選別、処分の各段階における課題を整理し、ごみ減量化の方策を検討する。 

   ① 課題の整理、共通認識 

・ 市町：ごみの分別や集積所の指定など 

・ 組合：ごみの収集や処理など 

・ 共通：各種計画の関係の整理 

   ② ごみの減量化のための取組について検討 

・ 指定ごみ袋を使用しない資源物の排出方法の検討 

ごみの減量化を図るためには、分別して資源物として排出する利点の創設が

必要である。そこで、指定ごみ袋を使用せずに資源物を排出する方法を検討す

る。 

・ 分別区分の見直し 

      一関清掃センターと大東清掃センターの現状の分別区分を基礎とし、資源化

する量を増やすための新たな分別区分を創設する。 

・ 処分方法の区分の明確化と処分先の確保 

一関市及び平泉町から発生する産業廃棄物以外のごみは、その処分方法を次

のとおり区分し、処分先を確保する。 

      ア 当組合の施設で処理するもの 

      イ 当組合の施設では処理できないが、受け入れて委託により処理するもの 

      ウ 当組合の施設では受け入れず、処分先を案内するもの   

 検討委員会による検討 

  検討委員会では、ワーキンググループでの検討結果を踏まえ、ごみ処理の関する

基本的な考え方をまとめ、必要に応じて社会実験実施についての検討を行うととも

に、リサイクル施設整備基本計画やエネルギー回収型一般廃棄物処理施設の要求水

準書に反映する。 

３ 判断基準

ごみの排出、収集、選別、処分の方法を定める基準を次のとおりとし、それぞれの方

法は各基準を比較考量して総合的に判断する。 

（例） 「油びん」 ： 資源化は可能だが、資源物としての排出は困難だ。 

→ 燃やせないごみに分別する。 

 資源化が可能であること。 

 分別・排出がしやすいこと。 

 収集・処理がしやすいこと。 

 費用が比較して安いこと。 

 収益が比較して高いこと。 

４ スケジュール（案） 

 令和３年12月～令和４年２月 ワーキンググループ設置について検討 

               （検討内容、メンバーなど） 

 令和４年４月～８月     ワーキンググループ会議（月１回、全４回） 

 令和４年９月～10月     検討委員会でまとめ  
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資源化に関する判断フロー 

NO

分別・排出しやすい 

YES 

資源化が可能 

収集・処理しやすい 

費用が安い 

収益が高い 

YES 

YES 

YES 

ご
み
と
し
て
処
理

NO

NO

NO

NO

収益が高い 

YES 

NO

比較考量 

YES 利点が 

大きい 

利点は 

小さい 





令和３年12月14日(火)、16日(木)に行った、施設見学会には31人の方にご参加いただきました。

質問１ これまでにごみ処理施設や最終処分場を見学されたことはありますか。

質問２ ごみ処理施設（大東清掃センター）での見学内容はあなたにとって有意義でしたか。

満足 不満

13人 0人

42% 0%

質問３ 最終処分場（東山清掃センター）での見学内容はあなたにとって有意義でしたか。

満足 不満

12人 0人

39% 0%

質問４ 今回の施設見学会に参加して、ごみ処理施設に対するイメージは変わりましたか。

未回答

0人

0%

質問５ 今回の施設見学会に参加して、最終処分場に対するイメージは変わりましたか。

未回答

0人

0%

裏面 円グラフ

見学したことがある 見学したことがない

52% 48%

その他

施設見学会参加者の皆さんのアンケート結果

どちらかといえば不満 未回答

未回答

0%

16人 15人 0人

どちらかといえば満足

良くなった 変わらない 悪くなった

65%

悪くなった

35%

0人

0%

20人

19人

61%

10人

32%

2人

7%

11人

13人

42%

3人

10%

良くなった 変わらない

6%

12人 4人 2人 0人

0%6%13%39%

2人 1人

3%

どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 その他 未回答
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質問３

最終処分場（東山清掃センター）での見学内容は

あなたにとって有意義でしたか。

質問４

今回の施設見学会に参加して、ごみ処理施設に

対するイメージは変わりましたか。

質問５

今回の施設見学会に参加して、最終処分場に

対するイメージは変わりましたか。

質問１

これまでにごみ処理施設や最終処分場を見学された

ことはありますか。

質問２

ごみ処理施設（大東清掃センター）での見学内容は

あなたにとって有意義でしたか。

満足

42%

どちらかと

いえば満足

39%

どちらか

といえば

不満

13%

不満

0%

その他

6%

未回答

0%

満足

39%

どちらかと

いえば満足

42%

どちらか

といえば

不満

10%

不満

0%

その他

6%

未回答

3%

見学したこと

がある

52%

見学したこと

がない

48%

未回答

0%

良くなった

65%

変わらない

35%

悪くなった

0%

未回答

0%

良くなった

61%

変わらない

32%

悪くなった

7%

未回答

0%

2
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